
  

一 

刑
法
及
び
母
体
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
案
） 

（
刑
法
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

目
次
中
「
堕
胎
」
を
「
不
同
意
堕
胎
」
に
改
め
る
。 

第
三
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

九 

第
二
百
十
五
条
（
不
同
意
堕
胎
）
及
び
第
二
百
十
六
条
（
不
同
意
堕
胎
致
死
傷
）
の
罪 

第
二
編
第
二
十
九
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
二
十
九
章 

不
同
意
堕
胎
の
罪 

第
二
百
十
二
条
か
ら
第
二
百
十
四
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
二
百
十
二
条
か
ら
第
二
百
十
四
条
ま
で 

削
除 

（
母
体
保
護
法
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

母
体
保
護
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。 



 

二 

第
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
人
工
妊
娠
中
絶
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
」
を
「
妊
娠

し
て
い
る
」
に
、
「
本
人
及
び
配
偶
者
の
」
を
「
そ
の
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。 

第
二
十
五
条
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
、
「
ま
で
に
、
」
の
下
に
「
不
妊
手
術
に
あ
つ
て
は
」

を
加
え
る
。 

第
四
十
条
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
六
条
の
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
母
体
保
護
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
人
工
妊
娠
中
絶
に
係
る

同
法
第
二
十
五
条
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

第
三
条 

第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お



  

三 

け
る
第
二
条
の
規
定
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
母
体
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。 

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

第
百
条
第
四
項
中
「
、
第
百
六
十
条
及
び
第
二
百
十
四
条
」
を
「
及
び
第
百
六
十
条
」
に
改
め
る
。 

（
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
の
う
ち
、
刑
法
第
二
百
十
二
条
か
ら
第
二
百
十
四
条
ま
で
の
規
定
、
第
二
百
十
五
条
第
一
項
、
第
二
百
十
七
条
、

第
二
百
十
八
条
、
第
二
百
二
十
条
、
第
二
百
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
百
二
十
四
条
、
第
二
百

二
十
五
条
及
び
第
二
百
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
二
百
十
二
条
か
ら
第
二
百
十
四
条
ま
で
の
規
定
、
」
を

削
る
。 

（
検
討
） 



 

四 

第
六
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
二
年
以
内
に
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
行
う
医
師
に
係
る
制
度
の
在
り
方
及
び
全
て
の
人

工
妊
娠
中
絶
を
医
療
保
険
の
保
険
給
付
の
対
象
と
す
る
こ
と
そ
の
他
人
工
妊
娠
中
絶
を
必
要
と
す
る
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 



  

五 

理 

由 
堕
胎
、
同
意
堕
胎
及
び
同
致
死
傷
並
び
に
業
務
上
堕
胎
及
び
同
致
死
傷
の
罪
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
指
定
医
師
が
人
工
妊

娠
中
絶
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
の
要
件
及
び
そ
の
際
に
配
偶
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
と
す
る
要
件
を
廃
止
す
る
等
の
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

  


